
一
〈
蕃
地
〉
小
説
の
位
置
づ
け

坂
口
䙥
子
（
一
九
一
四
〜
二
〇
〇
七
）
は
熊
本
県
八
代
に
父
・
山
本
慶
太

郎
、
母
マ
キ
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
八
代
高
等
女
学
校
、
熊
本
女
子
師

範
学
校
を
卒
業
後
、
三
八
年
台
湾
に
渡
り
小
学
校
教
員
と
な
っ
た
。
体
調
不

良
の
た
め
一
時
帰
郷
す
る
が
、
台
中
の
公
学
校
教
員
で
、
妻
と
死
別
し
た
坂

口
貴
敏
と
結
婚
す
る
た
め
四
〇
年
再
度
渡
台
。
貴
敏
の
勧
め
に
よ
り
、
ま
た

䙥
子
自
身
も
雑
誌
投
稿
の
経
験
を
持
つ
な
ど
文
学
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
て

い
た
た
め
、
縁
故
の
あ
っ
た
『
台
湾
新
聞
』
へ
作
品
を
発
表
し
始
め
る
。
そ

の
後
、
雑
誌
『
台
湾
文
学
』
同
人
と
な
り
、「
灯
」（『
台
湾
文
学
』
四
三
・

四
）
で
台
湾
文
学
奨
励
賞
を
受
賞
。
作
品
集
『
台
湾
文
学
叢
書
一

鄭
一

家
』（
清
水
書
院

四
三
・
九
・
七
）、『
台
湾
文
庫
三

曙
光
』（
盛
興
出
版

部

四
三
・
一
二
・
一
八
）
を
相
次
い
で
刊
行
し
た
。

（
�
）

坂
口
と
、
台
湾
原
住
民
の
居
住
地
で
あ
る
〈
蕃
地
〉
と
の
深
い
関
わ
り

は
、
四
五
年
四
月
台
中
市
か
ら
能
高
郡
蕃
地
中
原
へ
疎
開
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
中
原
は
後
述
す
る
よ
う
に
霧
社
事
件
の
際
、
日
本
側
に
属
し
た
い
わ
ゆ

る
「
味
方
蕃
」
を
住
ま
わ
せ
た
土
地
で
あ
り
、
隣
接
し
て
事
件
の
生
存
者
を

強
制
移
住
さ
せ
た
川
中
島
社
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
坂
口
は
家
族
と
共
に
、
敗

戦
を
経
て
四
六
年
一
月
ま
で
の
十
ヶ
月
間
を
生
活
す
る
。
こ
の
地
で
の
体
験

が
、
戦
後
坂
口
の
創
作
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

四
六
年
三
月
に
八
代
へ
戻
る
と
、
し
ば
ら
く
は
地
元
文
芸
誌
に
作
品
を
発

（
�
）

表
し
て
い
た
。
ま
た
師
と
仰
ぐ
丹
羽
文
雄
主
宰
の
文
芸
同
人
誌
『
文
学
者
』

に
も
参
加
。
新
潮
社
文
学
賞
を
受
賞
し
た
「
蕃
地
」（『
新
潮
』
五
三
・
一

〇
）
は
、
戦
時
下
に
発
表
し
ほ
ぼ
全
文
削
除
と
な
っ
た
「
時
計
草
」（『
台
湾

文
学
』
四
二
・
二
）
の
主
題
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
、
日
本
人
男
性
と
原
住

民
女
性
と
の
血
を
引
く
主
人
公
・
純
が
、
帰
属
意
識
の
不
安
や
出
自
に
よ
る

蔑
視
に
苦
し
み
な
が
ら
、
日
本
人
女
性
・
真
子
と
結
婚
し
、
敗
戦
時
に
は
原

住
民
の
側
へ
立
と
う
と
決
意
す
る
に
至
る
ま
で
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
も
「
ビ
ッ
キ
の
話
」（『
文
学
者
』
五
三
・
七
）、「
遠
い
火
」

（『
別
冊
小
説
新
潮
』
五
四
・
一
）、「
霧
社
」（
単
行
本
『
蕃
地
』
新
潮
社

五
四
・
三
・
一
五

書
き
下
ろ
し
）、「
蕃
地
の
女

ル
ピ
の
話
」（『
別
冊
小

れ
い
こ

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界

│
│
熊
本
時
代
の
執
筆
活
動
を
中
心
に
│
│

楠

井

清
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五
五



説
新
潮
』
五
六
・
七
）、「
蟷
螂
の
歌
」（『
日
本
談
義
』
六
〇
・
一
〜
六
一
・

三
）、「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」（『
詩
と
真
実
』
六
〇
・
一
一
）、「
蕃
地
の
イ

ヴ
」（
単
行
本
『
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
』
大
和
出
版

六
一
・
四
・
五

書
き

下
ろ
し
）、「
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
の
死
」（
同
）
な
ど
を
発
表
し
、「
蕃
地
作
者

（
�
）

の
称
号
」
を
得
た
。

戦
後
、
坂
口
が
原
住
民
の
登
場
す
る
小
説
を
書
き
続
け
た
理
由
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
渡
台
か
ら
引
揚
ま
で
を
描
い
た
自
伝
的
小
説
「
蟷
螂
の

り
ゅ
う
こ

歌
」
で
、
基
隆
か
ら
出
航
す
る
主
人
公
・
立
子
は
、「
台
中
の
あ
そ
こ
に
も

こ
こ
に
も
（
中
略
）
山
の
、
パ
パ
イ
ヤ
の
木
の
下
に
、
鉄
橋
線
の
上
に
、
蕃

社
の
ザ
ク
ロ
の
木
の
根
つ
こ
に
、
あ
な
た
や
私
や
子
供
達
が
、
今
、
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
わ
」
と
語
る
。
ま
た
坂
口
自
身
、「
蕃
地
」
と
い
う
言
葉
に

「
ふ
る
さ
と
」
の
よ
う
な
「
な
つ
か
し
さ
」
を
感
じ
る
と
述
べ
、
そ
の
土
地

（
�
）

は
「
私
の
な
か
に
生
き
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
戦
後
も
持
続
す
る
植
民

地
の
記
憶
が
、〈
蕃
地
〉
と
い
う
題
材
を
選
ん
だ
強
い
動
機
だ
っ
た
の
は
確

か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
単
な
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
留
ま
ら
な
い
積
極
的
な
意

図
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
言
葉
か
ら
分
か
る
。

蕃
地
は
、
今
日
の
私
の
問
題
を
展
開
さ
せ
る
舞
台
で
し
か
な
く
蕃
人
は

す
べ
て
私
の
分
身
だ
っ
た
。
蕃
地
作
家
と
よ
ば
れ
る
こ
と
に
は
に
か
ん

だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
素
材
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

私
の
イ
メ
ー
ジ
と
モ
チ
ー
フ
を
最
大
限
に
い
か
す
場
と
し
て
、
私
は
折

り
に
ふ
れ
て
描
き
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
成
功
し
た
の
だ
と
思
え
ば
、
私

マ

マ

（
�
）

は
し
ゅ
う
恥
も
抵
抗
も
感
じ
る
い
わ
れ
は
な
い
の
だ
。

坂
口
は
〈
蕃
地
〉
を
扱
っ
た
小
説
が
、
内
的
な
「
素
材
」
や
「
問
題
」
に

基
づ
く
も
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
新
潮
賞
受
賞
の
際
、

師
の
丹
羽
が
「
新
し
い
文
学
的
な
試
み
は
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
台
湾
の
蕃
地

と
い
ふ
記
録
的
に
な
り
や
す
い
世
界
が
十
分
に
こ
な
さ
れ
て
、
そ
こ
の
生
活

が
過
不
足
な
く
描
か
れ
て
ゐ
る
」「
素
材
主
義
の
文
学
と
い
は
れ
る
か
も
知

れ
な
い
」
と
語
っ
た
よ
う
に
（「
選
後
評
」『
新
潮
』
同
号
）、
特
殊
な
題
材

に
依
拠
し
た
と
評
価
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
論
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

作
者
に
と
っ
て
〈
蕃
地
〉
は
、
自
己
の
「
問
題
」
を
肉
化
し
形
象
を
与
え
る

た
め
の
場
だ
っ
た
。

本
稿
で
は
、〈
蕃
地
〉
小
説
で
描
こ
う
と
し
た
主
題
を
考
察
す
る
た
め
に
、

同
時
期
の
文
章
に
着
目
す
る
。〈
蕃
地
〉
小
説
の
ほ
と
ん
ど
は
、
六
二
年
上

京
ま
で
の
熊
本
在
住
期
に
執
筆
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
活
動
に
つ
い
て
、

「
坂
口
䙥
子
著
作
目
録
」
を
編
纂
し
た
中
島
利
郎
は
、「
戦
後
は
『
熊
本
日
日

新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
」
が
「
現
在
の

（
�
）

と
こ
ろ
未
調
査
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
今
回
、『
熊
本
日
日
新
聞
』『
西

日
本
新
聞
』
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
類
を
調
査
し
た
結
果
、
創
作
方
法
や
問
題
意

識
を
語
っ
た
文
章
を
多
数
発
見
で
き
た
（
資
料
参
照
）。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

つ
つ
、〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界
に
つ
い
て
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

二

霧
社
事
件
の
形
象
化

坂
口
は
、「
私
が
霧
社
事
件
に
関
係
の
あ
る
、
タ
イ
ヤ
ル
族
霧
社
蕃
の

人
々
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
、
一
九

一
五
六



四
六
年
一
月
ま
で
十
カ
月
間
、
彼
ら
の
住
む
移
住
蕃
社
中
原
に
暮
し
た
か
ら

（
�
）

で
あ
る
」
と
語
っ
て
お
り
、
彼
女
の
〈
蕃
地
〉
体
験
と
霧
社
事
件
の
記
憶
が

密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
「
一
度
は
、
霧
社
事
件
を

（
�
）

書
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
創
作
動
機
に
繋
が
っ
て
い
た
。

三
〇
年
一
〇
月
発
生
し
た
霧
社
事
件
は
、
霧
社
に
居
住
す
る
原
住
民
六
社

の
武
装
蜂
起
で
あ
り
、
軍
・
警
察
の
近
代
兵
器
に
よ
っ
て
鎮
圧
後
、
蜂
起
に

参
加
し
た
生
存
者
は
「
保
護
蕃
」
と
し
て
強
制
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
三
一

年
四
月
以
前
か
ら
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
「
味
方
蕃
」
の
襲
撃
に
遭
い
（
第
二

霧
社
事
件
）、
残
っ
た
約
二
七
〇
名
が
川
中
島
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後

も
関
係
者
の
投
獄
・
処
刑
は
続
い
た
。

呉
密
察
が
歴
史
学
の
観
点
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
霧
社
事
件
は
原
住
民
が

文
字
記
録
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
官
憲
側
の
文
献
に
よ
っ
て
し
か
全
容
が

（
�
）

把
握
で
き
な
い
と
い
う
困
難
が
あ
っ
た
。
ま
た
総
督
府
は
、
事
件
直
後
か
ら

報
道
統
制
を
敷
き
、
解
禁
後
も
「
事
件
ノ
動
機
原
因
ニ
関
ス
ル
憶
測
」「
惨

忍
ナ
ル
光
景
ノ
描
写
」「
警
察
ノ
威
信
ノ
失
墜
」「
民
族
的
ニ
有
害
ナ
ル
記

（
�
）

事
」
を
厳
重
に
検
閲
す
る
な
ど
干
渉
し
続
け
た
。
三
一
年
に
は
「
霧
社
事
件

の
顛
末
」
を
公
表
、「
事
件
の
原
因
」
に
つ
い
て
、「
蕃
族
伝
来
の
馘
首
闘
争

の
性
癖
」「
伝
統
の
迷
信
」「
奇
怪
な
る
習
性
」
に
よ
る
「
群
集
心
理
」
の
発

現
と
し
て
、
原
住
民
の
未
開
性
に
理
由
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
事
件
の
発
生
も

（
�
）

偶
発
的
な
も
の
と
い
う
見
解
を
流
布
し
た
。

坂
口
は
疎
開
後
、
タ
イ
ヤ
ル
族
の
娘
・
大
石
フ
ミ
ら
と
親
し
く
交
際
し
た

が
、
彼
女
達
は
事
件
に
つ
い
て
沈
黙
を
守
っ
た
。
ま
た
他
の
原
住
民
も
「
川

中
島
社
が
、
反
抗
蕃
の
生
存
者
で
、
中
原
が
味
方
蕃
だ
っ
た
が
、
彼
ら
の
ど

ち
ら
も
、
霧
社
事
件
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
」（「
蕃

地
作
者
の
メ
モ
」）。
恐
ら
く
彼
女
は
、
日
常
的
に
交
流
す
る
彼
ら
の
深
層
に

潜
む
、
事
件
の
根
本
要
因
に
つ
い
て
理
解
し
た
い
と
い
う
、
も
ど
か
し
い
思

い
に
駆
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
中
原
で
多
く
の
タ
イ
ヤ
ル
人
を
識
つ
た
。
タ
イ
ヤ
ル
を
識
る
に

し
た
が
つ
て
、
私
は
、
霧
社
事
件
に
興
味
を
も
つ
た
。
し
か
し
、
彼
ら

と
私
と
で
は
、
彼
ら
が
お
ぼ
つ
か
な
く
語
る
、
日
本
語
だ
け
が
通
じ
あ

う
こ
と
ば
で
、
し
か
も
彼
ら
に
は
、
ま
と
ま
つ
た
何
か
を
順
を
追
つ
て

話
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。（
中
略
）
私
は
、
唯
、
彼
ら
を

皮
膚
で
感
じ
る
だ
け
だ
つ
た
。（
中
略
）
単
純
素
朴
な
彼
ら
に
、
そ
れ

ほ
ど
の
虚
し
い
激
烈
な
抵
抗
を
さ
せ
た
も
の
が
何
で
あ
つ
た
か
。
お
そ

ら
く
、
誰
に
も
真
実
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
私
が
、
わ
ず

か
な
資
料
を
た
よ
り
に
、
事
件
を
描
く
の
は
、
全
く
の
冒
険
。
的
は
、

常
に
は
ず
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
尚
、
私
は
書
く
。

書
か
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

事
件
を
ひ
き
お
こ
す
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
必
然
が
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
で
は
そ
の
必
然
を
、
ど
う
発
見
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
私
に
は
、
十

カ
月
間
の
蕃
地
生
活
が
あ
る
。
そ
れ
を
た
よ
り
に
、
タ
イ
ヤ
ル
を
描

き
、
帰
納
的
に
発
見
す
る
他
に
方
途
は
な
い
。

（「
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
の
死
」）

不
完
全
な
資
料
や
言
語
不
通
と
い
う
困
難
な
条
件
下
で
霧
社
事
件
を
描
く

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界

一
五
七



こ
と
が
、
坂
口
の
文
学
的
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
課
題
は
、
三
つ
の
様
式
を

通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
「
時
計
草
」「
蕃
地
」

で
は
、
事
件
の
遠
因
と
な
っ
た
理
蕃
政
策
、
特
に
日
本
人
巡
査
と
原
住
民
女

性
の
結
婚
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
坂
口
自
身
、
女
性
の
結
婚

を
重
要
な
主
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
次
章
で
詳
し
く
考
察
し

た
い
。

第
二
に
「
ビ
ッ
キ
の
話
」「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」
で
は
、
生
き
残
っ
た
女

性
達
に
よ
る
事
件
の
語
り
が
扱
わ
れ
る
。「
戦
後
の
霧
社
事
件
研
究
と
は
、

事
件
の
過
程
で
幸
運
に
も
死
を
免
れ
た
台
湾
原
住
民
に
口
を
開
き
語
ら
せ
る

こ
と
で
あ
っ
た
」（
呉
前
掲
論
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
文
字
記
録
の
少
な
い

事
件
を
知
る
た
め
に
は
体
験
者
の
「
証
言
」、
つ
ま
り
記
憶
に
基
づ
く
口
承

が
求
め
ら
れ
た
。
客
観
的
な
記
録
と
違
い
、
語
り
は
個
々
の
体
験
に
即
し
た

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
蜂
起
に
直
接
参
加
し
な
か
っ
た
女
性
達
の
立
場
か

ら
語
る
こ
と
で
、
事
件
の
別
の
側
面
に
光
を
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
三
に
「
霧
社
」「
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
の
死
」
で
は
、
事
件
自
体
を
再
構

成
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
登
場
人
物
の
内
面
に
直
接
分
け
入
っ
た
描

写
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
作
者
は
、
事
件
発
生
に
至
る
人
々
の
心
理
を
辿
る

こ
と
で
、
そ
の
「
必
然
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
作
者
の
想
像
を
交

え
て
事
件
を
描
く
こ
と
は
、
史
実
の
恣
意
的
な
歪
曲
を
免
れ
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
坂
口
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、「
事
実
」
と
「
真
実
」
の
違

い
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。「
霧
社
」
の
執
筆
意
図
に
つ
い
て
、「
在
る
が

ま
ゝ
の
報
告
」
で
は
な
く
「
事
実
と
虚
構
と
に
立
つ
た
真
実
」
を
描
く
も
の

だ
と
述
べ
、

一
つ
の
事
件
が
あ
る
。
そ
れ
を
誰
か
が
小
説
に
す
る
。
す
る
と
、
そ
の

作
品
中
の
些
細
な
こ
と
ま
で
、
そ
の
事
件
の
「
事
実
」
だ
と
思
い
こ

む
。（
中
略
）
小
説
中
の
「
真
実
」
に
は
、
作
者
自
身
の
「
あ
る
時
」

の
顔
が
あ
り
、
作
者
の
姿
が
あ
る
。
し
か
し
「
事
実
」
に
は
、
作
者
は

い
な
い
。
だ
か
ら
、
責
任
も
な
い
筈
で
あ
る
。
も
つ
と
具
体
的
に
言
え

ば
、
作
者
の
責
任
は
、
書
か
れ
て
い
る
文
章
と
そ
の
内
容
と
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
行
と
行
の
間
、
文
字
と
文
字
の
間
に
あ
る
。
作
者
の

（
�
）

「
真
実
」
に
あ
る
の
だ
。

と
す
る
。
ま
た
「
モ
デ
ル
と
小
説
」
の
関
係
に
つ
い
て
、「
実
在
の
人
物
に

仮
托
し
て
、
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
鮮
明
に
彫
り
あ
げ
る
場
合
」
に
は
、

「
作
者
が
、
そ
の
時
抱
い
て
い
た
混
沌
の
世
界
が
モ
デ
ル
に
よ
つ
て
一
つ
の

方
向
へ
昇
華
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
事
実
そ
の
も
の
が
小
説
と
し
て
再

現
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
す
る
。

こ
う
言
う
と
、
作
家
は
、
事
実
や
人
物
を
自
己
流
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し

て
、
読
者
に
押
し
つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
作
家
が
如
何
に

デ
フ
ォ
ル
メ
し
よ
う
と
も
、
事
実
の
中
に
あ
る
真
実
性
は
、
見
失
な
わ

れ
て
い
な
い
筈
だ
。
真
実
を
い
か
に
つ
か
む
か
は
、
作
家
の
誠
意
と
努

力
で
あ
つ
て
、
作
家
の
不
誠
実
は
、
表
現
さ
れ
た
作
品
の
中
に
自
ら
発

（
�
）

見
さ
れ
る
。

作
者
は
「
事
実
」
に
触
発
さ
れ
た
「
真
実
」
を
虚
構
の
形
で
表
現
す
る
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が
、
そ
れ
は
作
者
自
身
の
内
的
な
も
の
で
あ
り
「
事
実
そ
の
も
の
」
の
「
再

現
」
で
は
な
い
。
作
者
の
「
責
任
」
や
「
誠
実
」
は
、
そ
の
内
的
「
真
実
」

に
い
か
に
忠
実
だ
っ
た
か
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
霧
社
」
で
は

首
謀
者
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ
、
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
、
花
岡
一
郎
（
ダ
ッ
キ
ス
・

ノ
ー
ビ
ン
）
と
二
郎
（
ダ
ッ
キ
ス
・
ナ
ウ
イ
）、
そ
の
妻
ハ
ツ
エ
（
史
実
の

日
本
名
は
初
子
、
オ
ビ
ン
・
タ
ダ
オ
）、
日
本
人
警
部
補
・
佐
塚
愛
祐
ら
、

事
件
の
関
係
者
を
ほ
ぼ
実
名
で
登
場
さ
せ
、
彼
ら
の
心
理
描
写
を
行
っ
て
い

る
。
特
徴
的
な
の
は
、
資
料
か
ら
窺
い
得
な
い
よ
う
な
人
々
の
内
面
の
逡
巡

・
葛
藤
・
苦
悩
に
多
く
を
割
い
て
い
る
点
だ
。
例
え
ば
「
日
本
人
同
様
の
教

育
課
程
」
を
受
け
、
霧
社
の
「
模
範
」
青
年
と
さ
れ
た
花
岡
一
郎
の
奥
底
に

あ
る
孤
独
感
を
描
く
。

一
郎
は
（
中
略
）
台
中
師
範
に
い
た
三
年
間
に
、
彼
に
向
け
ら
れ
た
、

幾
種
も
の
、
侮
蔑
、
無
視
、
嘲
笑
、
そ
し
て
又
、
親
愛
を
思
い
出
し
て

い
た
。
同
窓
生
は
、
彼
に
向
つ
て
、
様
々
な
ポ
ー
ズ
を
つ
く
つ
た
。
そ

の
ど
れ
も
が
、
結
局
は
、
被
征
服
者
と
征
服
者
と
の
間
の
、
微
妙
な
対

立
に
他
な
ら
な
か
つ
た
。
わ
び
し
い
生
活
だ
つ
た
。
誰
一
人
、
彼
を
、

一
箇
の
、
た
ゞ
の
人
間
と
し
て
向
合
つ
て
は
く
れ
な
か
つ
た
。

一
方
、
花
岡
兄
弟
の
親
代
わ
り
で
あ
り
、「
蕃
地
の
土
に
な
る
」
決
意
で

原
住
民
女
性
と
結
婚
し
た
佐
塚
の
密
か
な
苦
悩
も
語
ら
れ
る
。

混
血
の
彼
女
の
将
来
を
思
う
時
、
佐
塚
の
心
は
寒
々
と
風
を
感
じ
る
。

ま
だ
女
学
生
の
彼
女
が
、
父
親
を
な
く
し
た
後
、
ど
の
よ
う
に
、
女
一

人
の
命
を
生
か
し
て
い
く
か
。
蕃
婦
を
妻
に
持
つ
こ
と
は
、
子
供
に
母

を
与
え
ぬ
の
と
、
同
様
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
佐
塚
は
身
に
し
み
て

思
う
の
だ
。

ま
た
「
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
の
死
」
で
は
、
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ
の
長
男
で
、

事
件
で
も
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
を
生
い
立
ち
か
ら
描

い
た
。
少
年
期
の
彼
は
、
内
地
人
子
弟
と
差
別
さ
れ
る
タ
イ
ヤ
ル
族
で
あ
る

こ
と
に
疑
念
を
抱
き
、「
な
ぜ
、
オ
レ
、
マ
ヘ
ボ
の
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
で
す

か
。
ど
う
し
て
、
日
本
内
地
の
子
供
で
は
な
い
で
す
か
。
オ
レ
が
、
な
ぜ
、

マ
ヘ
ボ
に
い
る
の
か
、
わ
か
ら
ん
の
で
す
」
と
訴
え
る
。
蜂
起
に
至
る
内
的

必
然
性
を
形
象
化
す
る
こ
と
で
、
共
感
可
能
な
人
物
像
と
し
て
描
き
出
し
て

い
る
。

三

異
民
族
結
婚
か
ら
見
た
〈
蕃
地
〉

初
出
「
時
計
草
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
最
初
と
最
後
の
一
頁
を
除
い
て
削

（
�
）

除
さ
れ
た
が
、
単
行
本
『
鄭
一
家
』
に
改
作
し
て
収
め
ら
れ
た
。
垂
水
千
恵

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
初
期
作
品
に
は
「
結
婚
を
避
け
続
け
る
旧
家
の
娘
、

（
�
）

と
い
う
モ
チ
ー
フ
」
が
存
在
し
、
そ
れ
は
「
鄭
一
家
」（『
台
湾
時
報
』
四
一

・
九
）「
時
計
草
」「
蕃
地
」
の
よ
う
な
、
女
性
の
目
を
通
し
て
異
民
族
間
結

婚
の
困
難
を
描
い
た
作
品
に
継
承
さ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
初
期
の
結
婚

忌
避
と
い
う
主
題
が
、「
血
」
の
問
題
と
し
て
描
か
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界
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ば
「
破
壊
」（『
台
湾
新
聞
』
四
〇
・
一
二
・
四
、
七
、
一
一
、
一
四
）
に

は
、
古
い
「
血
統
」
に
伴
う
「
劣
性
遺
伝
」
を
恐
れ
、「
古
い
穢
れ
た
血
は
、

自
分
の
内
部
に
あ
る
劣
性
な
血
統
、
淫
蕩
な
血
潮
は
、
自
分
か
ら
他
へ
流
れ

て
い
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
醜
い
血
が
、
子
や
孫
や
又
そ
の
子
へ
と
流
れ
て

ゆ
く
事
の
恐
ろ
し
さ
は
、
自
分
が
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
に
耐
へ
て
生
き
て
ゆ
く
事

で
、
産
れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
結
婚
を
拒
み
続
け
る
女
性
主
人
公
が
登
場
す

る
。星

名
宏
修
は
、
こ
の
小
説
を
基
に
坂
口
の
作
品
に
お
け
る
「
優
生
学
」
的

発
想
を
指
摘
し
、「
時
計
草
」
で
純
の
父
・
玄
太
郎
が
語
る
「
理
蕃
政
策
」

（
�
）

の
理
念
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
か
つ
て
玄
太
郎
は
、
原
住
民
女
性
テ
ワ
ス
ル

ダ
オ
と
結
婚
し
た
が
、
妻
と
子
供
達
を
置
い
て
内
地
へ
帰
郷
し
た
。
成
人
し

た
純
は
、
父
の
紹
介
で
内
地
人
女
性
と
の
縁
談
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
出
生
の

た
め
二
度
破
談
に
終
わ
っ
て
い
た
。

純
の
モ
デ
ル
は
、
警
察
官
・
下
山
治
平
と
ペ
ッ
コ
タ
ウ
レ
の
間
に
生
ま
れ

は
じ
め

（
�
）

た
下
山
一
で
あ
る
。
当
時
、
警
官
と
原
住
民
有
力
者
の
娘
と
の
政
略
結
婚
に

よ
る
懐
柔
策
が
総
督
府
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
下
山
は
そ
の
第
一
号
だ

っ
た
。
こ
の
結
婚
は
三
年
を
経
れ
ば
破
棄
で
き
る
と
い
う
一
方
的
な
も
の

で
、
下
山
は
別
の
日
本
人
婚
約
者
と
二
重
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
当
局

に
露
見
し
、
内
地
へ
帰
還
し
た
。
そ
の
際
、
タ
イ
ヤ
ル
人
女
性
二
人
を
同
道

し
て
見
せ
物
に
す
る
と
言
い
出
し
た
た
め
、
ペ
ッ
コ
タ
ウ
レ
は
内
地
行
き
を

（
�
）

拒
否
し
た
。

日
本
人
巡
査
と
原
住
民
女
性
と
の
関
係
は
、〈
蕃
地
〉
に
多
く
認
め
ら
れ

（
�
）

て
い
た
。
霧
社
事
件
後
に
刊
行
さ
れ
た
鈴
木
作
太
郎
『
台
湾
の
蕃
族
研
究
』

は
、「
日
本
人
の
蕃
婦
と
関
係
し
た
例
は
蕃
界
勤
務
の
警
察
官
其
他
の
独
身

者
に
少
く
な
い
。
蕃
婦
を
婦
妾
と
し
て
ゐ
る
者
は
全
島
を
通
じ
て
数
十
名
に

マ

マ

上
る
べ
く
、
就
中
霧
社
方
面
に
は
其
の
等
の
「
ロ
ー
マ
ン
ス
」
が
あ
つ
て
此

の
度
の
霧
社
事
件
に
関
し
て
も
若
干
の
因
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
し
つ
つ
、

「
蕃
人
と
親
属
関
係
に
立
ち
了
解
融
和
す
れ
ば
延
い
て
は
彼
等
の
撫
育
上
に

資
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
閑
却
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ

る
。
事
実
上
、
両
者
の
結
婚
は
継
続
せ
ず
、
原
住
民
側
に
悪
感
情
を
残
し
て

終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。「
時
計
草
」
で
も
「
Ｍ
事
件
」
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
、「
頭
目
の
妹
が
、
某
警
部
と
結
婚
し
た
が
、
そ
れ
が
破
鏡
に
終
つ

た
事
に
つ
い
て
の
、
頭
目
の
肉
親
へ
の
愛
憐
と
、
内
地
人
へ
の
反
感
」
を
挙

げ
て
い
る
。

「
鄭
一
家
」
で
内
台
結
婚
を
描
い
た
坂
口
は
、
こ
こ
で
も
民
族
間
の
婚
姻

や
混
血
児
の
自
己
分
裂
と
い
う
テ
ー
マ
を
見
出
し
た
の
だ
ろ
う
。「
時
計
草
」

で
は
三
人
目
の
相
手
・
錦
子
と
の
話
を
進
め
る
た
め
、
玄
太
郎
は
純
を
呼
び

寄
せ
、
自
身
の
抱
い
て
い
た
理
想
を
語
る
。

理
蕃
政
策
と
言
ふ
の
は
（
中
略
）
民
族
政
策
の
事
だ
。（
中
略
）
私

は
、
文
化
を
持
つ
た
民
族
政
策
に
就
て
は
、
今
何
も
言
ふ
必
要
は
な
い

が
、
未
開
の
、
何
等
系
統
的
な
経
験
も
文
化
も
持
た
ぬ
者
に
対
し
て

は
、
い
ろ
い
ろ
考
へ
た
も
の
だ
。（
中
略
）
私
は
、
彼
等
は
治
め
る
の

で
は
な
く
、
倶
に
成
長
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
考
へ
た
（
中
略
）
文
化
を

持
た
ぬ
者
は
、
彼
等
の
中
に
喰
込
ん
で
、
彼
等
の
手
を
と
つ
て
の
ば
し

て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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私
は
、
彼
等
の
中
に
喰
込
ま
ふ
と
思
つ
た
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
か
つ
た
ら
う
。
彼
等
の
中
に
私
の
血
を
混
ぜ
る
し
か
、
道
が
な
い
で

は
な
い
か
。
私
を
源
に
し
た
子
が
、
孫
が
、
文
化
人
の
血
を
山
の
人
達

の
中
で
育
て
ゝ
ゆ
く
、
其
処
に
自
ら
な
民
族
経
営
が
行
は
れ
る
と
思
つ

た
。

星
名
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
こ
に
は
原
住
民＝

「
文
化
を
持
た
ぬ
者
」／
内

地
人＝

「
文
化
人
」
と
い
う
優
劣
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
結
婚＝

混
血
に

よ
っ
て
前
者
を
後
者
の
位
置
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
論
理
が
見
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
純
は
、「
何
れ
に
も
属
せ
な
い
自
分
の

血
」
に
「
雑
婚
の
も
つ
哀
し
い
孤
独
」「
や
る
せ
な
い
哀
愁
」
を
感
じ
、
玄

太
郎
も
ま
た
「
私
一
人
の
蒔
い
た
種
子
」「
不
運
な
芽
」
と
語
る
。
そ
し
て

純
は
「
高
砂
族
の
血
」
を
「
自
覚
」
し
、
玄
太
郎
が
霧
社
か
ら
持
ち
帰
っ
た

「
異
郷
の
時
計
草
」
の
よ
う
に
「
高
砂
族
の
中
で
育
つ
て
い
か
う
」
と
決
意

す
る
。「
民
族
の
血
が
純
潔
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
理
由
か
ら
縁
談

を
断
ろ
う
と
す
る
彼
に
、
錦
子
は
次
の
よ
う
に
訴
え
か
け
る
。

私
は
嫌
で
す
。
私
は
貴
方
の
お
傍
を
離
れ
ま
せ
ん
。
一
緒
に
参
り
ま

す
。（
中
略
）
日
本
の
女
は
、
一
度
心
の
中
に
こ
の
方
と
決
め
た
方
が
、

翌
朝
亡
く
な
ら
れ
て
も
、
一
生
独
り
で
を
り
ま
す
。
戦
ひ
に
出
征
く
人

を
無
理
に
願
つ
て
式
を
早
め
、
戦
死
な
さ
つ
た
後
、
清
く
す
ご
し
て
ゐ

る
方
も
あ
り
ま
す
。
娘
の
侭
、
写
真
を
夫
と
し
て
す
ご
す
方
も
ご
ざ
い

ま
す
。（
中
略
）
高
砂
族
の
文
化
を
、
日
本
の
伝
統
に
少
し
で
も
近
寄

ら
せ
高
め
る
の
も
前
進
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
私
は
き
つ
と
お
役
に
立

ち
ま
す
。
御
一
緒
に
お
伴
さ
し
て
下
さ
い
ま
せ
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
純
は
「
戦
ひ
の
庭
に
進
み
ゆ
く
幾
万
の
力
強
い
足

音
」
を
聞
き
、「
帝
の
命
の
ま
ゝ
に
」「
今
こ
そ
倶
に
行
か
む
！
」
と
思
う
。

こ
の
結
末
に
つ
い
て
、
星
名
は
「
玄
太
郎
が
「
雑
婚
」
に
よ
っ
て
果
た
そ
う

と
し
た
「
民
族
政
策
」（
中
略
）
は
、「
高
砂
族
」
教
育
（
中
略
）
に
た
ず
さ

わ
る
純
に
よ
っ
て
、
た
し
か
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
い
る
」
と

述
べ
、
具
体
的
に
は
「
戦
争＝

「
高
砂
義
勇
隊
」
へ
と
い
ざ
な
う
こ
と
」
に

繋
が
る
と
論
じ
る
。
首
肯
で
き
る
指
摘
だ
が
、
初
期
の
結
婚
忌
避
と
い
う
主

題
が
、
ど
の
よ
う
に
錦
子
の
結
婚
の
意
志
に
結
び
つ
く
の
か
を
、
そ
の
内
面

に
即
し
て
よ
り
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

玄
太
郎
が
「
優
生
学
」
的
発
想
に
基
づ
き
、
民
族
間
の
結
婚＝

混
血
を
進

め
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
錦
子
に
は
純
の
「
妻
」
に
な
る
決
意
は
あ
っ
て

も
、「
母
」
に
な
る
意
識
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
高
砂
族
義
勇
隊
」

の
ラ
ジ
オ
報
道
を
聞
い
て
、
に
わ
か
に
原
住
民
へ
の
認
識
を
改
め
る
周
囲
の

人
々
に
距
離
を
置
き
、
あ
く
ま
で
「
純
の
人
柄
に
信
頼
し
て
の
結
婚
」
と
考

え
る
。
異
性
間
の
個
人
的
な
結
び
付
き
を
優
先
す
る
錦
子
は
、
戦
時
下
賞
揚

（
�
）

さ
れ
た
国
家
の
た
め
に
「
生
命
を
与
え
る
（
産
む
）
母
性
」
と
い
う
女
性
の

ス
テ
ロ
タ
イ
プ
に
は
、
必
ず
し
も
適
合
し
な
い
の
で
あ
る
。

戦
後
同
じ
主
題
を
描
い
た
「
蕃
地
」
で
は
、
各
登
場
人
物
の
内
面
が
よ
り

深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
純
の
葛
藤
は
、「
父
の
結
婚
そ
の
も
の
が
、

理
蕃
政
策
の
功
利
的
な
手
段
の
上
に
打
建
て
ら
れ
た
空
虚
な
も
の
だ
と
思

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界
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い
、
そ
う
し
た
政
策
に
よ
つ
て
計
画
さ
れ
た
自
分
の
生
を
、
耐
え
が
た
い
屈

辱
だ
と
思
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
批
判
的
な
面
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
「
自
分
と
似
た
一
人
の
モ
デ
ル
」
と
し
て
花
岡
一
郎
を
思
い
、「
理
蕃
政

策
の
方
向
に
向
つ
て
歩
か
せ
さ
れ
、
振
向
く
こ
と
も
傍
目
も
許
さ
れ
な
か
つ

た
」
一
方
で
「
待
遇
は
蕃
人
並
み
以
上
に
は
な
れ
な
か
つ
た
」
と
す
る
。
そ

し
て
混
血
の
悩
み
は
、
自
分
の
よ
う
な
存
在
を
生
み
出
し
た
植
民
地
政
策
へ

の
憤
り
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

我
で
な
い
我
を
新
し
く
存
在
せ
し
め
よ
う
と
祈
る
気
持
な
の
だ
。
純
潔

の
血
の
流
れ
る
体
を
！

音
立
て
て
流
れ
る
純
の
血
は
、
赤
と
黒
に
分

れ
て
い
る
。
二
つ
の
違
つ
た
血
。
何
方
の
種
族
に
も
属
せ
ぬ
、
第
三
の

種
族
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
人
為
的
な
意
志
。
沸
々
の
噴
き

上
つ
て
来
た
憤
り
は
、
再
び
、
あ
き
ら
め
と
慟
哭
の
中
に
沈
ん
で
い

く
。

純
の
妻
・
真
子
の
形
象
も
「
時
計
草
」
と
異
な
る
。
錦
子
が
、
最
初
か
ら

純
の
出
自
を
知
っ
て
結
婚
を
決
意
す
る
の
に
対
し
て
、
真
子
が
知
る
の
は
嫁

い
だ
後
で
あ
る
。
彼
女
は
純
の
母
・
サ
ツ
キ
と
初
め
て
出
会
っ
た
時
も
、

「
見
慣
れ
ぬ
異
種
族
の
女
」
と
思
い
「
私
、
蕃
人
、
初
め
て
見
た
わ
」
と
告

げ
る
。
真
相
を
告
げ
ら
れ
て
衝
撃
を
受
け
る
が
、
サ
ツ
キ
の
死
に
際
し
て
事

実
を
受
け
容
れ
る
。

真
子
を
母
に
逢
わ
せ
る
と
、
サ
ツ
キ
の
眼
が
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
た
。

│
│
純
さ
ん
は
、
い
ゝ
人
で
す
。
よ
ろ
し
く
た
の
み
ま
す
│
│
そ
う
言

つ
た
。
真
子
は
、
入
墨
を
し
て
い
る
サ
ツ
キ
の
額
に
そ
つ
と
手
を
当
て

て
、
う
な
ず
い
て
み
せ
た
。（
中
略
）
女
達
に
は
そ
れ
で
十
分
通
じ
合

つ
た
。

「
時
計
草
」
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
純
の
母
と
妻
と
い
う
似
た
立
場

の
女
性
同
士
の
信
頼
関
係
が
、
こ
の
小
説
の
主
軸
と
な
る
。
や
が
て
純
に
思

い
を
寄
せ
て
い
た
原
住
民
女
性
フ
ミ
が
、
警
備
隊
の
士
官
候
補
生
・
牧
に
よ

っ
て
妊
娠
さ
せ
ら
れ
、
フ
ミ
は
「
内
地
人
と
タ
イ
ヤ
ル
は
、
何
時
も
、
何
方

か
が
相
手
を
傷
つ
け
る
」
と
思
う
。
一
方
純
の
中
に
は
、
従
属
的
立
場
に
慣

ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
原
住
民
女
性
へ
の
憤
り
が
生
ま
れ
る
。

純
は
、
一
粒
の
麦
に
な
り
、
此
の
地
に
根
を
生
や
そ
う
と
し
て
い

る
。
フ
ミ
の
妊
娠
は
そ
の
意
味
で
は
微
笑
ま
し
く
、
心
弾
む
も
の
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
だ
つ
た
。
そ
れ
だ
の
に
、
純
は
、
フ
ミ
の
話
を
聞

い
て
い
る
中
に
、
そ
れ
が
、
暴
力
に
よ
る
も
の
だ
と
知
る
と
、
苦
が
苦

が
し
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
来
た
。
日
本
人
に
対
す
る
、
生
れ
な
が
ら

の
劣
等
感
と
憧
憬
と
が
、
フ
ミ
が
ど
う
弁
解
し
て
も
、
暴
力
を
易
々
と

受
入
れ
た
の
だ
と
い
う
気
が
す
る
。

敗
戦
に
際
し
て
牧
は
自
殺
し
、
遺
児
を
養
子
と
し
て
引
き
取
ろ
う
と
し
た

純
が
知
っ
た
の
は
、
自
身
の
戸
籍
が
母
の
「
私
生
児
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
た
事
実
だ
っ
た
。
元
来
、
台
湾
人
・
朝
鮮
人
な
ど
「
外
地
」
出
身
者
の
戸

一
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籍
を
「
内
地
」
に
転
籍
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
二
年
内
台
共
婚

法
が
成
立
す
る
と
結
婚
・
養
子
等
に
よ
る
「
内
地
」
籍
へ
の
移
動
が
認
め
ら

（
�
）

れ
た
。
し
か
し
真
子
は
「
戸
籍
が
汚
れ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
サ
ツ
キ

と
純
の
「
内
地
」
籍
獲
得
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
る
。
い
ち
早
く

真
相
を
知
っ
た
彼
女
は
、
混
乱
し
謝
罪
す
る
純
に
、「
私
は
、
貴
方
の
妻
に

な
つ
た
ん
で
す
も
の
。（
中
略
）
戸
籍
な
ん
て
、
ど
う
で
も
よ
か
つ
た
の
よ
。

だ
つ
て
、
林
田
壮
吉
と
い
う
、
ち
や
ん
と
し
た
お
父
様
と
、
サ
ツ
キ
と
い
う

お
母
さ
ん
が
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
す
も
の
。
私
、
お
母
さ
ん
を

信
じ
ま
し
た
」「
貴
方
の
出
生
は
純
粋
で
疑
を
持
つ
こ
と
が
な
い
」
と
語
り

か
け
る
。

原
住
民
に
よ
る
暴
動
発
生
の
噂
を
聞
い
た
純
は
、
理
蕃
課
主
任
に
連
絡
し

よ
う
と
す
る
が
、「
パ
ー
ラ
ン
へ
い
ら
つ
し
や
る
の
で
し
よ
う
？
」
と
い
う

真
子
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
、「
サ
ツ
キ
に
よ
つ
て
、
蕃
社
へ
つ
な
が
る
男
」

と
し
て
「
日
本
人
と
し
て
の
自
分
を
振
り
捨
て
よ
う
」
と
決
意
す
る
。

「
蕃
地
」
発
表
前
年
の
五
二
年
、
政
府
は
台
湾
人
・
朝
鮮
人
ら
旧
植
民
地

出
身
者
で
、「
内
地
」
へ
転
籍
し
た
者
以
外
は
、
日
本
国
籍
を
喪
失
し
「
外

国
人
」
に
な
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。「
か
つ
て
「
帝
国
臣
民
」
た
る

こ
と
を
強
制
し
た
者
」
を
、
今
度
は
一
律
に
「
外
国
人
」
扱
い
す
る
こ
と
で

（
�
）

「
歴
史
の
抹
消
」
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
純
や
養
子
と
な
る
遺
児
の
霧
子

ら
、
混
血
児
の
出
生
に
は
日
本
の
植
民
地
支
配
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、

彼
ら
は
戸
籍
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
戦
後
は
国
籍
を
剥
奪
す
る
こ

と
で
、
存
在
自
体
が
日
本
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。「
蕃
地
」
で
は
、
こ
の
二
重

の
排
除
を
受
け
た
人
間
が
、
主
体
的
に
自
己
を
回
復
す
る
姿
を
描
く
。
そ
し

て
純
と
の
間
に
子
供
が
な
く
、
血
縁
的
な
絆
を
持
た
な
い
真
子
は
、
こ
こ
で

も
自
身
の
意
志
で
彼
と
同
じ
立
場
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。

四

共
有
さ
れ
る
「
蕃
婦
」
の
物
語

先
行
研
究
で
は
、
植
民
地
で
活
躍
し
た
数
少
な
い
日
本
人
女
性
作
家
で
あ

（
�
）

り
、
植
民
地
を
リ
ア
ル
な
視
点
で
描
い
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
一

方
、
そ
の
描
き
方
に
批
判
的
な
論
考
も
出
て
い
る
。
例
え
ば
李
文
茹
は
「
鄭

一
家
」
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
分
析
し
、「
殖
民
地
台
湾
の
女
性
を
オ

リ
エ
ン
タ
ル
な
眼
差
し
で
後
進
的
、
受
動
的
に
描
写
し
、
台
湾
を
帝
国
よ
り

（
�
）

下
位
に
位
置
づ
け
、
支
配
を
正
当
化
す
る
」
も
の
だ
と
論
じ
た
。
ま
た
戦
後

の
「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」
に
つ
い
て
も
、「
自
ら
の
性
欲
に
対
す
る
渇
望
を

赤
裸
々
に
語
る
「
蕃
女
」
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
日
本
人
で
あ
る
「
私
」」
と

（
�
）

を
「
差
別
化
」
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

確
か
に
坂
口
の
〈
蕃
地
〉
小
説
で
描
か
れ
る
原
住
民
女
性
は
、
性
的
側
面

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
そ
れ
は
単
に
「
蕃
女
」
の
未

開
性
を
際
立
た
せ
る
た
め
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
参
照
し
た
い
の
は
、
日
本
人

文
学
者
に
よ
る
原
住
民
女
性
の
表
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
で
彼
女

達
は
、
し
ば
し
ば
強
い
性
衝
動
を
持
つ
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
例
え

ば
田
山
花
袋
「
山
の
巡
査
達
」（『
雄
弁
』
一
八
・
一
）
で
は
、
山
地
勤
務
の

日
本
人
警
察
官
の
談
話
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

『
そ
れ
に
、
蕃
婦
が
面
白
い
で
す
よ
』
聴
手
の
上
手
な
の
に
、
所
長
は
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益
々
釣
り
込
ま
れ
て
、『
娘
も
あ
り
、
人
の
嬶
も
あ
る
さ
う
で
す
が
、

そ
れ
が
中
々
人
情
が
あ
る
さ
う
で
す
。
何
う
し
て
も
、
此
方
か
ら
言
ふ

こ
と
を
聞
い
て
や
ら
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
る
や
う
に
持
ち
か
け
て
来

る
さ
う
で
す
。
兎
に
角
内
地
人
は
惚
れ
ら
れ
る
ん
で
す
な
。
惚
れ
た
と

な
る
と
、
毎
夜
、
毎
夜
、
小
屋
へ
や
つ
て
来
る
さ
う
で
す
か
ら
。
そ
の

癖
、
そ
れ
は
蕃
婦
に
取
つ
て
は
重
大
な
命
が
け
の
こ
と
な
ん
で
す
。
そ

れ
が
知
れ
れ
ば
、
も
う
種
族
か
ら
指
弾
さ
れ
、
虐
待
さ
れ
、
中
に
は
殺

さ
れ
る
の
も
あ
る
ん
で
す
か
ら
…
…
。

命
の
危
険
を
顧
み
ず
「
内
地
人
」
へ
の
恋
情
を
示
す
「
蕃
婦
」
に
対
し
、

警
官
は
「
あ
の
入
墨
を
し
た
女
を
嬶
に
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら

な
」
と
述
べ
る
。
原
住
民
女
性
の
習
慣
で
あ
る
「
入
墨
」
は
、「
内
地
人
」

に
受
け
容
れ
が
た
い
未
開
性
の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
鹿
卓

の
作
品
に
も
、「
思
は
ず
奥
さ
ん
の
顔
へ
目
を
そ
ゝ
い
だ
。
そ
し
て
、
彼
女

が
蕃
婦
だ
と
い
う
証
を
見
出
し
て
は
つ
と
し
た
。
額
の
濃
い
お
白
粉
の
下

に
、
拭
へ
な
い
憂
愁
か
な
ど
の
や
う
に
、
刺
青
が
息
し
て
ゐ
る
の
だ
」（「
野

蛮
人
」『
中
央
公
論
』
三
五
・
二
）、「
彼
女
達
の
刺
青
に
反
つ
て
一
種
の
魅

力
を
覚
え
だ
し
て
ゐ
た
」（「
蕃
婦
」『
海
豹
』
三
三
・
七
）
と
い
う
描
写
が

散
見
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
蕃
婦
」
の
表
象
で
は
、「
入
墨
」
が
原
住
民
女
性
の
他
者

性
を
強
調
す
る
記
号
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
彼
女
達
を
、
性
的
欲
望
の
対
象
で

あ
り
異
質
な
未
開
人
で
も
あ
る
と
い
う
、
両
義
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る

眼
差
し
、
つ
ま
り
植
民
地
支
配
者
で
あ
る
男
性
の
視
線
に
基
づ
く
も
の
だ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
坂
口
の
「
蕃
地
の
女
│
│
ル
ピ
の
話
│
│
」
は
、
原
住

民
女
性
の
通
過
儀
礼
と
し
て
「
入
墨
」
を
描
く
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
を
主

人
公
ル
ピ
の
視
点
か
ら
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

ル
ピ
ナ
ウ
イ
が
入
墨
を
し
た
の
は
、
十
三
歳
の
冬
だ
つ
た
。
ル
ピ

は
、
母
親
の
入
墨
を
は
じ
め
、
蕃
社
の
女
達
の
そ
れ
を
、
余
り
美
し
い

と
は
思
つ
て
い
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
、
入
墨
の
な
い
白
い
な
め
ら
か
な

皮
膚
の
方
が
、
ル
ピ
に
は
美
し
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
男
達
が
、
何

故
、
わ
ざ
わ
ざ
入
墨
を
し
た
女
を
妻
に
し
た
が
る
の
か
、
不
思
議
で
な

ら
な
か
つ
た
。
妻
に
な
る
た
め
の
一
つ
の
資
格
と
し
て
、
入
墨
を
す
る

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ル
ピ
は
拒
め
る
だ
け
は
拒
ん
で
み
た
い
と
思
つ

た
。

成
人
女
性
の
徴
で
あ
る
「
入
墨
」
に
対
し
て
、
ル
ピ
は
違
和
感
を
覚
え

る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
「
妻
に
な
る
た
め
」
の
「
資
格
」
を
得
る
こ
と
、
つ

ま
り
男
性
の
欲
望
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
だ
。「
入
墨
」

は
共
同
体
の
性
規
範
を
象
徴
し
て
お
り
、
ル
ピ
の
嫌
悪
は
「
妻
」＝

共
同
体

の
性
役
割
を
受
け
容
れ
る
こ
と
の
拒
否
と
読
め
る
。
し
か
し
母
の
思
惑
に
よ

り
、
彼
女
は
歳
の
離
れ
た
タ
ッ
コ
ン
と
婚
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
介

添
え
役
と
な
っ
た
年
長
の
女
性
テ
ワ
ス
は
、「
入
墨
を
拒
否
し
」
た
た
め
、

「
蕃
社
で
は
別
格
の
扱
い
を
う
け
て
」
お
り
、「
人
交
り
で
き
ぬ
女
」
と
さ
れ

て
い
た
。

な
ぜ
介
添
え
役
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
幼
妻
で
あ
る
ル
ピ
に
代
わ

一
六
四



り
、
婚
約
期
間
中
に
結
婚
相
手
の
男
性
を
繋
ぎ
止
め
る
た
め
で
あ
る
。「
絶

対
に
男
の
妻
に
な
れ
な
い
テ
ワ
ス
な
ら
ば
、
男
が
、
ど
ん
な
に
テ
ワ
ス
と
情

交
が
重
つ
て
も
、
安
全
だ
つ
た
」。「
入
墨
」
の
な
い
テ
ワ
ス
は
、「
妻
」
の

資
格
を
持
た
な
い
た
め
、
婚
姻
関
係
を
乱
す
こ
と
は
な
い
。
同
様
の
役
割
を

彼
女
は
度
々
行
っ
て
き
た
が
、「
い
ど
ま
れ
ゝ
ば
男
と
情
交
を
通
じ
、
そ
し

て
、
そ
れ
だ
け
だ
つ
た
」。
蕃
社
の
男
性
達
は
、「
未
練
を
残
し
な
が
ら
、
テ

ワ
ス
が
白
面
の
女
で
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
入
墨
し
た
許
婚
者
と

の
結
婚
生
活
へ
落
着
い
て
い
く
」
の
で
あ
り
、
逆
に
女
性
達
か
ら
悪
評
を
立

て
ら
れ
る
。
し
か
し
彼
女
は
、
正
式
な
「
妻
」
と
「
情
交
」
の
対
象
と
い
う

男
性
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
機
能
さ
せ
、
婚
姻
関
係
を
維
持
す
る
上
で

共
同
体
に
不
可
欠
な
要
素
で
も
あ
る
の
だ
。

ル
ピ
は
「
テ
ワ
ス
が
、
何
故
入
墨
を
し
な
い
の
か
、
誰
に
も
そ
の
理
由
が

わ
か
ら
ず
、
入
墨
の
痛
さ
を
こ
ら
え
き
れ
ぬ
小
心
者
と
い
う
、
蕃
社
の
勝
手

な
レ
ッ
テ
ル
が
は
ら
れ
て
い
る
」
と
考
え
、「
蕃
社
中
が
、
皆
で
、
こ
の
罪

も
な
い
女
を
不
当
に
い
じ
め
て
い
る
よ
う
な
気
」
に
な
る
。
し
か
し
タ
ッ
コ

ン
と
の
夫
婦
生
活
が
上
手
く
い
か
ず
、「
入
墨
を
し
た
だ
け
で
は
、
女
に
な

れ
は
し
な
い
」
と
絶
望
し
自
殺
す
る
。
そ
の
死
を
悼
ん
だ
テ
ワ
ス
は
、「
入

墨
」
を
し
な
か
っ
た
理
由
を
語
る
。
そ
れ
は
「
内
地
人
巡
査
」
下
田
と
の
約

束
の
た
め
だ
っ
た
。

オ
レ
、
下
田
さ
ん
と
寝
た
で
や
。
何
度
も
。
誰
も
知
ら
ん
か
つ
た
な
。

（
中
略
）
下
田
さ
ん
、
な
、
オ
レ
に
入
墨
せ
ん
と
待
つ
と
れ
、
嫁
に
す

る
と
言
う
た
ぞ
な
。
し
た
が
、
平
地
勤
務
に
き
り
か
わ
る
と
、
内
地
人

の
嫁
さ
ん
も
ろ
て
、
山
に
は
そ
れ
つ
き
り
来
ン
か
つ
た
で
や
。
オ
レ
、

そ
れ
で
も
待
つ
と
つ
た
で
。
入
墨
せ
ん
と
な
。（
中
略
）
オ
レ
、
下
田

さ
ん
が
嘘
つ
い
た
こ
と
、
気
イ
つ
い
た
で
や
。
オ
レ
、
そ
れ
で
、
そ
れ

か
ら
は
、
男
に
嘘
を
つ
い
た
ぞ
な
。
嬉
し
く
も
な
い
の
に
嬉
し
そ
う
に

ノ
ド
鳴
ら
し
、
鼻
い
き
荒
く
し
て
み
せ
て
、
男
を
オ
レ
の
と
こ
ろ
に
ひ

き
つ
け
た
ぞ
な
。
そ
の
う
ち
、
オ
レ
の
嘘
、
嘘
で
な
く
な
つ
た
で
や
。

オ
レ
、
女
ご
に
な
つ
た
で
や
。

ル
ピ
が
共
同
体
の
性
役
割
に
適
合
で
き
ず
死
を
選
ん
だ
の
に
対
し
、
テ
ワ

ス
は
「
蕃
社
」
の
性
役
割
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
内
地
人

巡
査
」
と
い
う
植
民
地
権
力
の
末
端
に
よ
っ
て
、
従
来
の
性
規
範
が
攪
乱
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
。
彼
女
も
ま
た
、「
内
地
人
」
男
性
の
一
方
的
な
欲
望
充

足
に
利
用
さ
れ
た
の
だ
。
た
だ
テ
ワ
ス
は
、
与
え
ら
れ
た
性
役
割
を
「
嘘
」

と
知
り
つ
つ
演
じ
る
こ
と
で
「
女
ご
に
な
つ
た
」
た
め
に
生
き
伸
び
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
小
説
は
、
植
民
地
に
つ
い
て
支
配
者
／
被
支
配
者
と
い
う

枠
組
み
で
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
支
配
関
係
と
い
う
別
の
捉
え
方
を
提

起
す
る
点
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
作
品
発
表
と
同
時
期
に
、

坂
口
は
社
会
的
に
女
性
性
を
構
成
す
る
性
規
範
へ
の
苛
立
ち
を
、
か
な
り
率

（
�
）

直
な
口
調
で
語
っ
て
い
る
。

同
様
の
主
題
は
、「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」
で
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
作
品
は
、
作
者
同
様
中
原
に
居
住
す
る
日
本
人
女
性
の
「
私
」
が
、
第
二

霧
社
事
件
で
移
住
し
て
き
た
原
住
民
女
性
ハ
ツ
エ
か
ら
、
ロ
ポ
ウ
と
い
う

「
蕃
婦
」
の
物
語
を
聞
く
と
い
う
形
式
を
取
る
。
こ
の
小
説
で
も
「
初
潮
を

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界
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み
た
娘
は
、
お
定
ま
り
の
入
墨
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
ロ
ポ

ウ
は
「
入
墨
」
を
し
た
結
果
「
お
か
し
げ
な
顔
」
に
変
わ
る
。
ロ
ポ
ウ
の
夫

ノ
ー
カ
ン
は
霧
社
事
件
に
参
加
し
て
死
亡
す
る
が
、
ロ
ポ
ウ
は
遺
児
を
育
て

る
た
め
生
き
残
っ
た
。
別
離
に
際
し
、
彼
女
は
「
生
き
の
び
る
の
は
忘
れ
形

身
の
お
さ
な
子
の
た
め
、
お
の
れ
が
喜
び
悲
し
み
を
味
う
た
め
で
は
な
い
」

と
誓
い
、
以
後
は
「
ス
ト
イ
ツ
ク
な
、
自
分
を
罰
し
て
い
る
よ
う
な
」
生
活

を
送
る
。
し
か
し
亡
夫
そ
っ
く
り
の
片
山
巡
査
に
出
会
い
、
関
係
を
結
ん
で

し
ま
う
。
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
た
ロ
ポ
ウ
は
、
川
中
島
へ
の
移
住
途
中
に
断

崖
か
ら
片
山
と
身
を
投
げ
て
、
無
理
心
中
を
遂
げ
た
ら
し
い
。

ハ
ツ
エ
を
介
し
て
語
ら
れ
る
ロ
ポ
ウ
の
物
語
は
、
曖
昧
さ
や
本
筋
か
ら
の

逸
脱
が
目
立
ち
、
同
時
代
評
価
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
非
現
実
の
女
」

（
友
田
隆
「
前
号
の
合
評
会
か
ら
」『
詩
と
真
実
』
六
〇
・
一
二
）
と
い
う
印

象
を
与
え
る
。
例
え
ば
「
ノ
ー
カ
ン
と
ロ
ポ
ウ
の
別
離
の
場
を
細
叙
す
る
ハ

ツ
エ
」
に
、「
私
」
は
「
感
じ
い
り
涙
ぐ
み
」
つ
つ
「
い
つ
た
い
、
誰
が
左

様
に
こ
と
こ
ま
か
に
見
聞
し
た
の
か
」
と
疑
問
を
呈
す
る
。
ハ
ツ
エ
の
語
り

は
、
信
憑
性
の
不
確
か
な
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
李
は
、「
ハ
ツ
エ
に
語
ら
れ
る
年
齢
、
出
身
不
詳
の

ロ
ポ
ウ
は
、
台
湾
の
山
地
に
お
け
る
歴
史
的
に
「
声
」
を
持
た
ぬ
多
く
の
無

名
の
「
蕃
女
」
を
代
表
す
る
人
物
」
で
あ
り
、「
書
く
能
力
を
持
た
ぬ
「
蕃

女
」
は
自
ら
の
歴
史
を
記
録
す
る
能
力
が
な
く
、
そ
の
体
験
は
い
つ
も
歴
史

の
彼
方
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
」
た
め
、
本
作
で
は
「
女
性
を
主
体
と

し
て
霧
社
事
件
を
表
象
し
よ
う
と
す
る
意
図
」
が
あ
っ
た
と
適
切
に
論
じ
て

い
る
（
李
・
前
掲
（
２５
）
論
文
）。

確
か
に
ロ
ポ
ウ
の
生
涯
は
、
霧
社
事
件
か
ら
川
中
島
移
住
、
そ
し
て

「
私
」
が
「
蕃
地
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
」
に
不
可
欠
だ
と
語
る
日
本
人
巡
査
と

の
関
係
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
原
住
民
女
性
の
物
語
を
凝
縮
し
た
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
象
徴
化
さ
れ
た
「
蕃
婦
」
の
物

語
が
、
ハ
ツ
エ
と
「
私
」
と
の
合
作
と
い
う
性
質
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
ハ

ツ
エ
は
「
話
を
す
る
側
が
話
題
の
な
か
へ
没
入
し
、
陶
酔
状
態
に
な
つ
て
は

じ
め
て
完
全
な
一
如
の
世
界
を
つ
く
り
な
す
」
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

「
き
く
側
も
努
力
す
べ
き
」
だ
と
、「
私
」
に
聞
き
手
の
役
割
を
全
う
す
る
よ

う
求
め
る
。
そ
し
て
「
私
」
は
ロ
ポ
ウ
の
物
語
を
反
芻
す
る
内
に
、「
ハ
ツ

エ
は
決
し
て
ま
と
ま
つ
た
筋
の
こ
と
ば
で
私
に
語
つ
た
の
で
は
な
く
、
私
が

補
い
、
想
像
し
ホ
ン
ヤ
ク
し
て
、
一
応
の
こ
と
ば
に
よ
る
物
語
の
か
た
ち
を

整
え
て
い
た
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

ハ
ツ
エ
は
粟
酒
に
つ
ら
れ
て
、
日
本
語
・
台
湾
・
タ
イ
ヤ
ル
語
を
ご
つ

ち
や
に
し
て
、
し
か
も
早
口
で
せ
つ
せ
と
し
や
べ
る
か
ら
、
私
は
、
風

車
の
よ
う
に
い
さ
ぎ
よ
く
勤
勉
に
廻
転
し
な
が
ら
、
し
か
と
き
き
と
る

の
だ
が
、
大
半
は
私
の
想
像
を
補
つ
て
の
受
と
り
方
で
し
ま
い
に
は
、

ハ
ツ
エ
の
よ
く
動
く
唇
を
無
心
に
み
と
れ
、
入
墨
が
、
筋
肉
の
う
ご
き

に
つ
れ
て
お
ど
る
の
を
見
な
が
ら
、
私
が
ロ
ポ
ウ
の
話
を
し
て
い
る
の

で
、
ハ
ツ
エ
は
何
も
し
や
べ
つ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
。

遠
い
遠
い
と
こ
ろ
へ
ハ
ツ
エ
が
次
第
に
消
え
て
ゆ
き
、
唇
だ
け
が
私
の

眼
前
に
あ
つ
て
動
き
ひ
き
つ
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
唇
を
開
閉
し
て
い

る
の
が
、
私
な
の
だ
。
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作
者
に
よ
る
と
、
ハ
ツ
エ
に
は
霧
社
事
件
で
夫
を
亡
く
し
た
原
住
民
女
性

の
モ
デ
ル
が
お
り
、
日
常
会
話
に
は
不
自
由
し
な
か
っ
た
が
、
あ
く
ま
で

「
国
語
の
読
本
」
の
範
囲
を
出
ず
、
小
説
で
は
「
私
の
こ
し
ら
え
た
方
言
ら

し
き
こ
と
ば
を
、
い
か
に
も
蕃
社
の
人
達
の
日
常
語
の
よ
う
に
書
い
て
き

た
」（「�
蕃
地
�
と
の
関
り
」）。
架
空
の
語
ら
い
の
場
面
を
通
し
て
、
作
者

は
原
住
民
女
性
と
日
本
人
女
性
と
の
、
あ
り
得
た
か
も
知
れ
な
い
交
流
を
描

こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

李
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
私
」
は
ハ
ツ
エ
の
露
骨
な
性
的
表
現
に
辟
易

し
、
ま
た
彼
女
の
「
動
物
的
な
強
い
」
体
臭
に
「
一
体
ハ
ツ
エ
は
人
間
な
の

か
、
狐
狸
の
た
ぐ
い
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
感
じ
る
。
そ
の
点
で
は
、
確
か

に
身
体
性
を
強
調
す
る
造
形
が
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ハ
ツ
エ
が
人

間
で
あ
つ
て
、
こ
の
強
い
臭
気
を
も
つ
て
い
て
も
い
い
訳
で
、
ど
う
や
ら
私

の
な
か
に
は
蕃
人
と
い
う
も
の
が
、
人
間
外
の
人
間
と
い
つ
た
愚
か
な
概
念

が
固
定
し
て
い
た
よ
う
だ
」
と
思
い
直
す
。「
私
」
は
違
和
感
を
抱
き
な
が

ら
、
語
ら
い
の
中
で
次
第
に
自
身
の
固
定
観
念
を
修
正
し
、
ハ
ツ
エ
へ
の
認

識
を
改
め
て
い
く
。

最
初
の
夫
を
霧
社
事
件
で
亡
く
し
た
ハ
ツ
エ
は
、
川
中
島
へ
移
住
し
、
中

原
の
旧
「
味
方
蕃
」
と
再
婚
し
た
が
、「
オ
レ
が
嫁
い
る
前
に
高
砂
族
義
勇

隊
で
、
出
征
」
し
て
い
た
。
従
っ
て
「
婿
ど
の
が
戻
つ
て
き
て
、
オ
レ
の
体

に
露
を
し
た
た
ら
せ
て
く
れ
た
ら
、
オ
レ
も
み
ご
と
返
花
さ
か
せ
る
か
の

オ
」
と
い
っ
た
性
的
表
現
は
、
二
人
の
夫
を
日
本
の
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て

（
�
）

失
っ
た
彼
女
の
立
場
を
伝
え
る
も
の
だ
。
そ
し
て
同
様
の
身
の
上
に
あ
っ
た

ロ
ポ
ウ
に
つ
い
て
、「
ロ
ポ
ウ
は
、
罪
を
お
か
す
つ
も
り
は
な
か
つ
た
の
じ

や
、
抱
か
れ
て
、
さ
め
て
、
あ
あ
い
か
ん
、
こ
れ
は
罪
じ
や
、
と
思
う
た
の

じ
や
、
そ
し
て
は
ま
た
、
片
山
三
郎
を
み
て
は
、
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
よ
う

に
お
の
れ
を
忘
れ
は
て
た
の
じ
や
」「
ま
こ
と
、
あ
わ
れ
な
女
ご
じ
や
つ
た

の
オ
」
と
解
釈
す
る
。

既
婚
者
で
あ
り
な
が
ら
夫
が
唯
一
生
存
し
て
お
り
、「
和
服
」
を
ま
と
っ

た
「
何
も
の
を
も
生
産
す
る
こ
と
の
な
い
」
生
活
を
、
ハ
ツ
エ
か
ら
「
蕃
社

で
は
み
つ
と
も
な
い
」
と
批
判
さ
れ
た
「
私
」
は
、
む
し
ろ
彼
女
達
「
蕃

婦
」
か
ら
差
別
化
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
自
己
を
異
質
な
者
と
す
る
彼
女
達

の
ま
な
ざ
し
を
受
け
止
め
つ
つ
、
そ
の
体
験
を
共
有
し
よ
う
と
努
め
る
聞
き

手
の
役
割
こ
そ
が
、「
私
」
の
体
現
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
受
動
的
な

態
度
で
は
な
く
、「
き
く
側
」
自
身
の
有
り
様
を
問
い
直
す
こ
と
に
繋
が
る
。

ロ
ポ
ウ
の
死
を
語
っ
た
ハ
ツ
エ
は
、
遺
さ
れ
た
息
子
の
「
小
猿
の
よ
う
な
、

み
に
く
く
し
わ
め
た
老
爺
の
よ
う
な
顔
」
に
、
理
由
の
な
い
憎
悪
を
覚
え
た

と
言
う
。

そ
こ
に
コ
チ
ヨ
リ
ン
と
こ
ん
ま
い
奴
が
す
わ
つ
と
る
の
が
よ
、
オ
レ
に

は
ロ
ポ
ウ
を
、
そ
げ
ん
こ
と
に
し
て
し
も
う
た
、
冷
た
ア
い
む
ご
オ

い
、
何
で
も
か
で
も
世
の
中
の
し
き
た
り
ち
ゆ
う
も
ん
を
、
押
し
つ
け

ず
に
は
お
ら
れ
ん
、
何
や
ら
目
に
は
見
え
ん
が
、
ど
こ
や
か
ら
差
図
し

く
さ
る
、
ど
え
ら
い
奴
に
み
え
た
ん
じ
や

そ
し
て
「
な
ぜ
憎
い
か
、
そ
げ
な
チ
ン
マ
リ
し
た
子
供
を
憎
い
と
思
う
心

が
、
よ
う
わ
か
ら
ん
」
が
、「
お
前
は
何
で
も
一
理
屈
こ
ね
ず
に
は
お
れ
ん
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奴
じ
や
で
、
こ
れ
も
、
一
こ
ね
二
こ
ね
し
て
み
る
が
え
え
だ
」
と
「
私
」
に

疑
問
を
投
げ
か
け
る
。「
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
」
と
し
て
ロ
ポ
ウ
の
物
語
を
消
費

し
て
い
た
「
私
」
だ
が
、
そ
の
美
化
を
拒
む
要
素
が
結
末
で
示
さ
れ
る
。
あ

ら
ゆ
る
生
の
喜
び
を
禁
じ
る
と
い
う
不
自
然
な
生
き
方
を
彼
女
に
強
い
た
の

は
、
愛
す
る
男
性
の
遺
児
を
守
る
た
め
生
き
延
び
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
ラ

ブ
ロ
マ
ン
ス
」
的
な
規
範
だ
っ
た
。
こ
の
誓
い
が
交
わ
さ
れ
る
ノ
ー
カ
ン
と

の
別
離
の
場
面
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
感
動
的
だ
が
あ
り
得
な
い
虚
構
と
し

て
描
か
れ
る
。
従
っ
て
ハ
ツ
エ
（
ま
た
は
「
私
」）
の
創
作
が
介
入
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
ハ
ツ
エ
の
目
撃
し
た
ロ
ポ
ウ
は
、
余
っ

た
食
事
を
「
小
さ
な
息
子
に
与
え
る
、
と
い
う
の
で
も
な
く
」「
内
へ
内
へ

と
こ
も
つ
て
ゆ
く
」
様
子
だ
っ
た
。

だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
語
ら
れ
る
ロ
ポ
ウ
の
生
涯
は
、
逆
に
そ
の
中
に
美

し
い
「
蕃
婦
」
の
「
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
聞
き
手
の
側
の

欲
望
を
あ
ぶ
り
出
す
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
も
ま
た
同
様
の
物
語

＝

規
範
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
坂
口
の
〈
蕃
地
〉
小
説
は
「
今
日
の
私
の
問
題
」
を
介

し
て
植
民
地
支
配
下
の
原
住
民
を
描
く
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
特
に
、
女

性
を
拘
束
す
る
性
規
範
へ
の
批
判
と
い
う
、
作
者
自
身
の
問
題
設
定
が
強
く

投
影
さ
れ
て
い
る
。
坂
口
の
「
蕃
婦
」
像
は
、
自
己
を
捉
え
る
性
規
範
が
内

面
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
植
民
地
支
配
と
い
う
作
品
の
特
異
な
切
り
口
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

注（
１
）〈
蕃
地
〉
と
い
う
呼
称
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
山
路
勝
彦
は

「
タ
イ
ヤ
ル
族
、
ブ
ヌ
ン
族
、
ツ
ォ
ウ
族
、
パ
イ
ワ
ン
族
、
ル
カ
イ

族
な
ど
山
地
に
住
む
人
た
ち
を
「
蕃
人
」、
も
し
く
は
「
生
蕃
」
と

規
定
し
、「
特
別
行
政
区
域
」
に
閉
じ
込
め
、
同
化
政
策
を
強
要
し

て
き
た
」「「
特
別
行
政
区
域
」
は
日
本
の
法
体
系
の
及
ば
な
い
地
域

で
あ
り
、「
蕃
界
（
地
）」
と
も
称
さ
れ
、
そ
こ
の
住
民
は
「
蕃
人
」

と
呼
ば
れ
、
総
督
府
警
務
局
の
管
轄
に
置
か
れ
て
い
た
」
と
す
る

（『
台
湾
の
植
民
地
統
治
│
│
〈
無
主
の
野
蛮
人
〉
と
い
う
言
説
の
展

開
│
│
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
四
・
一
・
二
五
）。
そ
の

意
味
で
は
、
日
本
人
の
�
未
開
��
野
蛮
�
と
い
う
台
湾
原
住
民
へ

の
蔑
視
と
切
り
離
せ
な
い
言
葉
だ
が
、
歴
史
的
呼
称
で
あ
り
、
ま
た

坂
口
䙥
子
に
と
っ
て
こ
の
呼
称
の
語
感
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
こ
と
を
考
慮
し
て
本
稿
で
は
用
い
る
。
な
お
「
原
住
民
」
と
は
、

現
在
台
湾
政
府
で
公
認
さ
れ
た
自
称
で
あ
る
。

（
２
）「
葡
萄
」（『
斗
鶏
』
四
六
・
一
〇
・
一
）、「
崩
れ
ゆ
く
も
の
│
│
或

引
揚
者
達
の
対
話
│
│
」（『
無
門
』
四
七
・
一
）、「
鹿
子
木
村
」

（『
詩
と
真
実
』
四
九
・
二
・
二
五
）、「
椿
幻
想
」（『
斗
鶏
』
五
〇
・

一
）
な
ど
。

（
３
）
坂
口
䙥
子
「
蕃
地
作
者
の
メ
モ
」（『
文
学
者
』
六
一
・
四
）

（
４
）
坂
口
䙥
子
「�
蕃
地
�
と
の
関
り
」（『
霧
社
│
│
坂
口
䙥
子
作
品
集

②
』
コ
ル
ベ
出
版

七
八
・
六
・
一
〇
）

（
５
）
坂
口
䙥
子
「
私
は
熊
本
を
去
る
」（『
熊
本
日
日
新
聞
』
六
二
・
二

一
六
八



・
二
〇
）

（
６
）
中
島
利
郎
「
坂
口
䙥
子
著
作
目
録
」（『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
研

究
文
献
目
録
』
緑
蔭
書
房

二
〇
〇
〇
・
三
・
一
〇
）

（
７
）
坂
口
䙥
子
「
一
九
四
五
年
の
彼
ら
│
│
霧
社
の
思
い
出
│
│
」

（『
中
国
』
六
九
・
八
）

（
８
）
坂
口
䙥
子
「
あ
と
が
き
」（
単
行
本
『
蕃
地
』
新
潮
社

五
四
・
三

・
一
五
）

（
９
）
呉
密
察
（
藤
井
康
子
訳
）「
霧
社
事
件
研
究
の
課
題
」（『
日
本
台
湾

学
会
報
』
二
〇
一
〇
・
五
）
は
、「
史
料
が
日
本
の
植
民
地
政
府
に

よ
り
残
さ
れ
た
も
の
に
偏
っ
て
き
た
」
一
方
、
蜂
起
し
た
側
は
「
日

本
の
軍
隊
や
警
察
に
鎮
圧
さ
れ
る
過
程
で
み
な
殲
滅
さ
せ
ら
れ
る

か
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
」
た
め
に
、「
原
因
や
準
備
行
動
に
つ

い
て
も
、
日
本
の
政
府
側
が
一
方
的
に
推
測
し
た
レ
ベ
ル
に
留
ま

る
」
と
指
摘
す
る
。
な
お
霧
社
事
件
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、

中
川
浩
一
・
和
歌
森
民
男
編
著
『
霧
社
事
件
│
│
台
湾
高
砂
族
の
蜂

起
│
│
』（
三
省
堂

八
〇
・
一
二
・
一
〇
）
を
参
照
。

（
１０
）
松
永
正
義
「
日
本
国
内
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
霧
社
蜂
起
事

件
」（
戴
國
煇
編
著
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
│
│
研
究
と
資
料
│
│
』

社
会
思
想
社

八
一
・
六
・
三
〇

所
収
）

（
１１
）
台
湾
総
督
府
「
霧
社
事
件
の
顛
末
」（
山
辺
健
太
郎
編
『
現
代
史
資

料
２２

台
湾
２
』
み
す
ず
書
房

七
一
・
一
二
・
二
〇

所
収
）。

な
お
、
文
学
作
品
に
お
け
る
霧
社
事
件
の
表
象
を
論
じ
た
も
の
に
蜂

矢
宣
朗
「
文
芸
作
品
に
描
か
れ
た
霧
社
事
件
」（『
山
邊
道
』
七
六
・

三
）・
河
原
功
「
日
本
文
学
に
現
わ
れ
た
霧
社
蜂
起
事
件
」（『
台
湾

霧
社
蜂
起
事
件
│
│
研
究
と
資
料
│
│
』
所
収
）
が
あ
り
、
共
に
坂

口
の
作
品
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
１２
）
坂
口
䙥
子
「
モ
デ
ル
の
あ
る
小
説
」（『
熊
本
日
日
新
聞
』
五
四
・

八
・
一
八
）

（
１３
）
坂
口
䙥
子
「
モ
デ
ル
と
小
説
」（『
熊
本
日
日
新
聞
』
五
六
・
三
・

二
）

（
１４
）「
時
計
草
」
改
稿
の
問
題
に
つ
い
て
は
垂
水
千
恵
「
坂
口
䙥
子
の

『
時
計
草
』
に
つ
い
て
」（『
天
理
台
湾
研
究
会
年
報
』
九
四
・
六
）

参
照
。
ま
た
奥
出
健
「
戦
時
下
台
湾
の
「
愛
」
│
│
坂
口
䙥
子
「
時

計
草
」
を
中
心
に
│
│
」（『
湘
南
短
期
大
学
紀
要
』
二
〇
〇
九
・

三
）
は
、
初
出
と
改
稿
本
文
を
比
較
し
て
前
者
で
は
純
の
方
か
ら
結

婚
を
申
し
入
れ
る
点
に
注
目
し
、「
高
砂
族
の
血
を
引
く
男
性
の
主

導
に
よ
る
結
婚
」
が
「
日
本
人
社
会
か
ら
み
て
受
入
れ
が
た
い
事

柄
」
だ
っ
た
た
め
削
除
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。

（
１５
）
垂
水
千
恵
「
坂
口
䙥
子
・
そ
の
人
と
作
品
」（『
日
中
言
語
文
化
比

較
研
究
』
九
三
・
一
〇
・
一
）

（
１６
）
星
名
宏
修
「「
血
液
」
の
政
治
学
│
│
台
湾
「
皇
民
化
期
文
学
」
を

読
む
」（『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
二
〇
〇
一
・
三
）

（
１７
）
坂
口
は
三
八
年
霧
社
を
訪
れ
た
際
に
公
学
校
教
員
だ
っ
た
下
山
一

と
出
会
い
、「
お
母
さ
ん
が
、
山
の
娘
さ
ん
。
蕃
婦
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
で
、
内
地
か
ら
お
嫁
さ
ん
を
つ
れ
て
く
る
の
だ
け
れ
ど
、
何
度

も
逃
げ
ら
れ
る
ん
で
す
っ
て
。
と
て
も
や
さ
し
い
よ
い
先
生
な
の

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界

一
六
九



に
、
ど
う
し
て
も
お
嫁
さ
ん
が
辛
抱
し
な
い
の
ね
」
と
い
う
話
を
聞

い
た
（「�
蕃
地
�
と
の
関
り
」）。

（
１８
）
下
山
操
子
著
、
柳
本
通
彦
編
訳
『
故
国
は
る
か
│
│
台
湾
霧
社
に

残
さ
れ
た
日
本
人
』（
草
風
館

九
九
・
八
・
五
）

（
１９
）
鈴
木
作
太
郎
『
台
湾
の
蕃
族
研
究
』（
台
湾
史
籍
刊
行
会

三
二
／

復
刻
版

青
史
社

七
七
・
一
〇
・
一
）

（
２０
）
若
桑
み
ど
り
『
戦
争
が
つ
く
る
女
性
像

第
二
次
世
界
大
戦
下
の

日
本
女
性
動
因
の
視
覚
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』（
筑
摩
書
房

二
〇
〇

〇
・
一
・
六
）。
戦
時
下
の
坂
口
に
つ
い
て
は
、「
戦
争
協
力
の
姿
勢

が
あ
っ
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
黒
川
創
『
国
境
』
メ
タ
ロ
ー
グ

九
八
・
二
・
二
五
）。
し
か
し
「
灯
」（『
台
湾
文
学
』
四
三
・
四
）

「
曙
光
」（
同

四
三
・
七
）
な
ど
で
は
生
ま
な
い
女
性
達
を
描
い
て

お
り
、
同
時
代
言
説
と
の
距
離
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
坂
口
は
戦
後

の
エ
ッ
セ
イ
で
「
母
情
だ
け
が
女
性
の
な
か
で
常
に
賛
嘆
さ
れ
る
、

と
い
う
事
実
」
に
「
男
性
対
女
性
の
性
の
│
│
こ
の
ど
う
し
よ
う
と

な
い
既
定
事
実
の
出
発
点
へ
振
戻
さ
れ
た
よ
う
な
羞
恥
を
か
ん
じ

る
」（「
ス
タ
ン
ド
『
女
の
議
会
』
か
ら
」『
熊
本
日
日
新
聞
』
五
六

・
六
・
二
二
）
と
述
べ
て
お
り
、
母
性
へ
の
懐
疑
を
抱
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

（
２１
）
黄
嘉
琪
「
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
日
本
に
お
け
る
台
湾
出
身
者

の
定
住
化
の
一
過
程
│
│
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
視
点
か
ら
│
│
」（『
海

港
都
市
研
究
』
二
〇
〇
八
・
三
）

（
２２
）
田
中
宏
『
在
日
外
国
人
│
│
法
の
壁
、
心
の
溝
│
│
』（
岩
波
書
店

九
一
・
五
・
二
〇
）

（
２３
）
例
え
ば
尾
崎
秀
樹
「
決
戦
下
の
台
湾
文
学
」（『
旧
植
民
地
文
学
の

研
究
』
勁
草
書
房

七
一
・
六
・
三
〇
）、
中
島
利
郎
「
坂
口
䙥
子

作
品
解
説
」（『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学

日
本
人
作
家
作
品
集
』

第
五
巻

緑
蔭
書
房

九
八
・
七
・
二
〇
）
な
ど
。
ま
た
小
笠
原
淳

は
「
作
家
坂
口
䙥
子
の
半
生
」（『
熊
本
日
日
新
聞
』
二
〇
一
三
・
一

一
・
一
五
〜
一
七
）
で
、「
坂
口
䙥
子
の
文
学
に
は
、
女
性
の
身
体

と
家
庭
を
通
し
て
描
か
れ
た
「
越
境
す
る
文
学
」
の
原
初
の
よ
う
な

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
２４
）
李
文
茹
「
偽
装
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│
│
坂
口
䙥
子
「
鄭
一
家
」

を
め
ぐ
っ
て
」（『
表
現
と
創
造
』
二
〇
〇
二
・
七
・
一
）

（
２５
）
李
文
茹
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
台
湾
「
原
住
民
」
の
記
憶
と
表

象
│
│
霧
社
事
件
を
中
心
に
│
│
」（『
社
会
文
学
』
二
〇
〇
六
・
二

・
一
〇
）

（
２６
）「
男
性
の
創
り
だ
す
理
想
の
女
性
像
は
、
女
性
に
と
つ
て
重
大
な
関

心
事
で
あ
る
。
男
性
は
、
彼
等
の
芸
術
に
お
い
て
、
女
性
像
を
え
が

き
あ
げ
る
。
女
性
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
自
然
と
そ

の
女
性
像
へ
向
つ
て
誘
い
よ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
彼
等
の
ワ
ナ
で
あ

る
。
男
性
の
好
み
を
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
エ
ゴ
な
の
だ
。
気
が
つ

い
た
時
に
は
、
男
性
の
思
う
ま
ま
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
自
分
を
発
見

す
る
」（「
ス
タ
ン
ド

女
の
化
粧
」『
熊
本
日
日
新
聞
』
五
五
・
九

・
一
六
）、「
男
に
男
ら
し
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
と
は
、
比
較
に
な
ら

ぬ
過
重
さ
で
、
女
は
、
女
ら
し
さ
を
求
め
ら
れ
る
。
真
に
、
一
方
的

一
七
〇



な
考
え
方
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
あ
や
し
ま
ず
受
け
い
れ
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
、
男
が
、
な
が
い
間
か
か
つ
て
訓
練
し
た
女
の
在
り

様
で
あ
つ
て
、
女
は
、
そ
の
狡
猾
な
暗
示
に
か
か
つ
て
、
男
達
の
都

合
の
よ
い
「
女
ら
し
さ
」
を
身
に
つ
け
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
。
男

に
愛
さ
れ
る
こ
と
、
妻
に
な
る
こ
と
だ
け
が
、
女
の
生
涯
の
す
べ
て

で
あ
つ
た
か
ら
だ
」（「
ス
タ
ン
ド

女
の
幸
福
」『
熊
本
日
日
新
聞
』

五
六
・
四
・
一
三
）。

（
２７
）
霧
社
事
件
の
生
存
者
だ
っ
た
ワ
リ
ス
ピ
ホ
は
、
高
砂
義
勇
隊
に
志

願
し
た
理
由
に
つ
い
て
「
軍
隊
に
志
願
す
る
こ
と
で
、
霧
社
事
件
の

国
賊
の
汚
名
と
い
う
か
、
心
の
中
で
名
誉
挽
回
を
し
よ
う
と
思
う
気

持
ち
も
あ
っ
た
。
忠
実
な
る
国
民
に
な
り
き
る
と
い
う
か
、
こ
れ
で

日
本
人
と
平
等
に
な
っ
た
と
い
う
喜
び
が
あ
っ
た
」（
林
え
い
だ
い

編
著
『
証
言
台
湾
高
砂
義
勇
隊
』
草
風
館

九
八
・
五
・
一
五
）
と

述
べ
る
。
原
住
民
に
と
っ
て
霧
社
事
件
と
高
砂
義
勇
隊
は
一
繋
が
り

の
も
の
だ
っ
た
。

資
料
収
集
に
当
た
り
熊
本
県
立
図
書
館
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
・
熊

本
日
日
新
聞
社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
の
助
力
を
得
た
。
ま
た
本
稿
は
立
命
館

大
学
日
本
文
学
会
研
究
例
会
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
八
日
）
で
の
発
表
に

基
づ
く
。
御
助
言
・
御
協
力
賜
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
く
す
い
・
き
よ
ふ
み

熊
本
信
愛
女
学
院
高
校
常
勤
講
師
）

資 料
坂口䙥子・『熊本日日新聞』『西日本新聞』寄稿目録

ジャンル
感想
随筆
随筆
小説
読み物
随筆
小説
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
紀行
随筆

随筆

随筆
随筆
随筆
紀行
紀行
随筆
随筆
随筆
随筆

媒体名・発行所
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』
『西日本新聞』
『西日本新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』熊本版

『熊本日日新聞』

『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』

年月日
1953・10・01
1953・10・30
1954・01・01
1954・01・04
1954・07・19
1954・08・18
1954・09・05
1954・12・18
1954・12・20
1954・12・21
1954・12・22
1954・12・23
1955・03・25、26
1955・04・04

1955・07・06

1955・07・25
1955・08・12
1955・08・26
1955・09・02
1955・09・03
1955・09・09
1955・09・16
1955・09・23
1955・10・14

タイトル
「新潮社賞を受けて」
「主婦と文学 －両立について－」
「こどもの頃の正月」
「名作現代版 樋口一葉・原作 十三夜」
「怪談十人集（四） 杉本院自害のこと」
「モデルのある小説」
「短篇十人集 故旧」
「忘れえぬ人々（一） 終らぬ夜毎の夢」
「忘れえぬ人々（二） 付添の小母さん」
「忘れえぬ人々（三） 芸術を語る特高課長」
「忘れえぬ人々（四） 牢獄の密入国者」
「忘れえぬ人々（五） 生命への執着」
「奄美かけある記」（上）（下）
「熊本漫筆 郷愁」
「古典の美しさ 妖艶の静・凄絶の知盛 金春流の祝賀演能
を観る」
「地方グループ誌の在り方」
「スタンド 争議の中の娘たち」
「スタンド 嬶天下」
「五家荘を行く（上）」
「五家荘を行く（下）」
「スタンド 母の夢と子の夢」
「スタンド 女の化粧」
「スタンド すぐれた女性」
「スタンド 虚飾への挽歌」

坂
口
䙥
子
・〈
蕃
地
〉
小
説
の
世
界

一
七
一



随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
書評
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆

『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』熊本版
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』熊本版
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』

1955・10・28
1955・11・04
1955・11・18
1955・12・02
1955・12・17
1956・01・06
1956・01・15
1956・01・20
1956・02・03
1956・02・17
1956・03・02
1956・03・16
1956・03・30
1956・04・13
1956・04・20
1956・04・25
1956・04・27
1956・05・11
1956・05・19
1956・05・25
1956・06・01
1956・06・08
1956・06・15
1956・06・16
1956・06・22
1956・07・06
1956・06・29
1956・07・10
1956・07・13?
1956・07・20
1956・07・27
1956・08・10
1956・08・14
1956・08・17
1956・08・24
1956・08・26
1956・08・31
1956・09・14
1956・09・28
1956・10・12
1956・10・27
1956・11・09
1956・11・23
1956・12・07
1956・12・20
1956・12・28
1957・01・12
1957・01・25
1957・02・08
1957・02・22
1957・03・08
1957・03・22
1957・04・05
1957・04・19
1957・05・03
1957・05・07
1957・05・13
1957・05・17
1957・05・31
1957・06・14
1957・06・28

「スタンド 花に寄せて」
「スタンド 婦人と読書」
「スタンド 女性は太陽であつた」
「スタンド 棟方氏の版画展から」
「スタンド 師走の艶聞」
「スタンド 春信」
「リレー漫歩 女性とユーモア」
「スタンド 成人式によせて」
「スタンド 投書夫人」
「スタンド 子どもの画」
「スタンド モデルと小説」
「スタンド 恋愛の常識」
「スタンド 母の怖れ」
「スタンド 女の幸福」
「ふるさとの味 つくしとセリ」
「私の社会時評 無題」
「スタンド 女らしさ」
「スタンド 地方人の自信」
「スタンド 結婚の祝宴」
「スタンド 或る発言」
「スタンド 第三結婚論によせて」
「スタンド 暴力否定の世界」
「スタンド 『女の平和』を読む」
「京劇を観る 印象的なメイ・ラン・ファンの白い指」
「スタンド 『女の議会』から」
「スタンド 梅雨ばれに」
「スタンド 売春禁止法」
「新参議院議員に望む “一票の願望”知れ」
「スタンド 女の残忍さ」
「スタンド スワワ運動」
「スタンド 或る宵のこと」
「スタンド 天孫降臨」
「平和大会の性格 それは万人の願望である」
「スタンド 女性と平和運動」
「スタンド ナイトショウ」
「反射鏡 組合族の存在」
「スタンド 猫と犬」
「スタンド 懸命なるのみ」
「スタンド 母子心中」
「スタンド 十日の感想」
「スタンド 母性のエゴイズム」
「スタンド 愛情の川」
「スタンド ある会話から始るもの」
「スタンド 恭介の誕生」
「婦人演能をみる」
「スタンド 暮れてゆく年」
「スタンド 金銀の猫」
「スタンド ミス・コットン」
「スタンド 春立つ」
「スタンド さくらんぼの花」
「スタンド 私は再婚した」
「スタンド 貧しさに」
「スタンド 病みあがり」
「スタンド 菜の花」
「スタンド メーデー」
「女ごころの衣裳への愛着 森田たま著『きものおぼえ書』」
「悲しみの谷」
「スタンド 神との対話」
「スタンド ごまめの歯ぎしり」
「スタンド お米の値上げ」
「スタンド うちの猫ども」

一
七
二



随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆
随筆

『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』熊本版
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『西日本新聞』熊本版
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊
『熊本日日新聞』夕刊

1957・07・12
1957・07・26
1957・08・09
1957・08・23
1957・09・13
1957・09・27
1957・10・11
1957・10・25
1957・11・08
1957・11・22
1957・12・06
1957・12・20
1958・01・10
1958・01・24
1958・02・07
1958・02・21
1958・03・14
1958・03・28
1958・04・11
1958・04・25
1958・05・09
1958・05・18
1958・05・23
1958・06・06
1958・06・20
1958・07・04
1958・07・18
1958・08・01
1958・08・15
1958・08・29
1958・09・12
1958・10・10
1958・10・17
1958・10・31
1958・10・05
1958・11・14
1958・12・05
1958・12・19
1959・01・09
1959・01・23
1959・02・06
1959・02・20
1959・03・06
1959・03・27
1959・04・11
1959・04・17
1959・05・08
1959・05・22
1959・06・05
1959・06・19
1959・07・03
1959・07・17
1959・07・31
1959・08・14
1959・08・28
1959・09・11
1959・09・25
1959・10・09
1959・10・23
1959・11・06
1959・11・20

「スタンド ある死によせる」
「スタンド 土砂降り」
「スタンド ペン供養」
「スタンド 眠られぬ夜」
「スタンド ブランコ」
「スタンド 彼岸花」
「スタンド 死者のことば」
「スタンド ファースト・ラブ」
「スタンド 感覚の空白」
「スタンド たそがれの悲哀」
「スタンド 上昇感覚と下降感覚」
「スタンド 犠牲」
「スタンド 純白の時」
「スタンド 表彰状」
「スタンド 弔辞」
「スタンド 丹花をふくむ」
「スタンド アラジンのランプ」
「スタンド 人間たらんとする慾望」
「スタンド 時の定着」
「スタンド 春雷の夜」
「スタンド 選挙の思い出」
「上京と“白い夜”について」
「スタンド みどりの火焔」
「スタンド ごう慢なるナルシズム」
「スタンド くちなしの花と猫と」
「スタンド 舞踊“不知火”をみる」
「スタンド 暑い午後」
「スタンド 小児科の巨人」
「スタンド 亡兄への弔辞」
「スタンド 夜があけたら」
「スタンド 革命史を読むことから」
「スタンド 道徳教育への疑問」
「スタンド 双十節の頃」
「スタンド 秋のひと」
「能面と白い足袋」
「スタンド 一本の樹木」
「スタンド H 家の悲劇」
「スタンド 人生の賭博者」
「スタンド 七日の話題から」
「スタンド 大臣と学生」
「スタンド “人間的な”」
「スタンド 夕映え」
「スタンド 読書会」
「スタンド 子供に賭けるなかれ」
「道成寺演能への期待」
「スタンド 耐える」
「スタンド 不思議な代表者」
「スタンド 静かなるレジスタンス」
「スタンド 組合族の危機」
「スタンド 象牙の塔にこもり給え！」
「スタンド 夕照りの道」
「スタンド 憎まれ子、世にはびこれ」
「スタンド チエの木の実を！」
「スタンド ボク爺さん」
「スタンド 地獄異変」
「スタンド 宇宙母神カリー」
「スタンド 第三者の意見」
「スタンド 黄色い蝶の降る日に」
「スタンド 南禅寺のゆどうふ」
「スタンド 母よ、非情なれ！」
「スタンド 何処へ？」
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〈凡例〉
・本稿は雑誌『日本談義』「文化消息」欄、荒木精之編『日本談義総合索引目録』（日本談義社 1972・5・25）
に拠った調査に基づく。雑誌『日本談義』（1938年 5月創刊～1982年 4月 編輯兼発行人・荒木精之 発行
所・日本談義社）は熊本の総合文化誌であり、「文化消息」欄では在熊文化人の動向を記している。坂口䙥
子の作品が本格的に活字になったのは、同誌に掲載された「スミ」（1939・6、7、9、11、40・2 ＊「山本
れい子」名）が最初である。
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1959・12・13
1959・12・27
1960・01・17
1960・01・31
1960・02・14
1960・02・28
1960・03・13
1960・03・27
1961・05・04
1961・05・06
1961・05・07
1961・05・08
1961・05・09
1961・05・10
1961・05・11
1961・05・12
1961・05・13
1961・05・04
1961・10・17
1961・12・19
1962・01・01
1962・02・15
1962・02・20
1962・04・04
1962・04・24
1962・08・14
1962・11・20
1963・05・14
1963・12・20
1964・04・01
1964・07・09
1964・08・07

「スタンド チコとママ」
「スタンド 冬の動物園」
「スタンド 修羅の巷」
「スタンド 遠き灯は消えたり」
「スタンド 奉仕の完成」
「スタンド 母となり給う」
「スタンド 素材の燃焼」
「スタンド 春ふたたび」
「こぼれ実（1） 出版祝賀会で」
「こぼれ実（2） 子ネコあげます」
「こぼれ実（3） 山猿にならざるの記」
「こぼれ実（4） 父の背なか」
「こぼれ実（5） 母の像」
「こぼれ実（6）「十二夜」をみて」
「こぼれ実（7） 昔を今に」
「こぼれ実（8） 蕃地の口碑伝説」
「こぼれ実（9） 猫の父性愛」
「こぼれ実（10） こどもの歌」
「キョンの話」
「師走の町」
「日記つれづれ」
「私の視点」
「私は熊本を去る」
「この東京に生きよう」
「巨大な妖怪 東京に住んで思う」
「若き文学志望者へ －作品を書くことだけしかない－」
「バナナ解禁 台湾時代の思い出」
「奇跡をうむもの」
「奄美思えば “復帰 10年”に寄せて」
「進学のころ」
「三度目の芥川賞候補」
「華やかな旋風 －そのからくりの返るとき－」
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